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中
高
齢
層
を
含
む
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
運

動
の
成
果

今
年
の
勧
告
は
、
昨
年
水
準
を
上
回

る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
か
つ
す
べ
て
の
世

代
の
改
善
と
な
り
ま
す
。
一
時
金
は
、

勤
勉
手
当
と
期
末
手
当
あ
わ
せ
て
０
・

０
５
月
分
の
引
上
げ
勧
告
と
な
り
、
１

年
間
で
現
在
の
４
・
６
０
月
分
か
ら
４
・

６
５
月
分
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
１
万
１
１
８
３
円
（
２
・
７

６
％
）
を
大
き
く
上
回
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
や
中
高
齢
層
に
お
い
て
も
昨
年
を
大

幅
に
上
回
る
勧
告
は
、
今
年
の
春
闘
で

の
粘
り
強
い
た
た
か
い
と
８
万
筆
を
超

え
る
「
公
務
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
等

を
求
め
る
署
名
（
人
勧
署
名
）
」
の
と

り
く
み
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
社

会
的
な
賃
金
闘
争
の
成
果
と
言
え
る
も

の
で
す
。
し
か
し
人
事
評
価
制
度
の
悪

影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
勤
勉
手

当
は
圧
縮
し
、
引
上
げ
分
は
期
末
手
当

に
配
分
す
べ
き
で
す
。
人
事
評
価
の
業

績
評
価
が
良
好
で
な
い
と
さ
れ
た
場
合
、

北
九
州
市
で
は
次
年
度
２
回
の
勤
勉
手

当
が
１
０
０
分
の
７
０
か
ら
１
０
０
分

の
９
０
に
減
額
さ
れ
る
た
め
で
す
。

｢

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
の
実
現｣

に
到
底
及
ば
ず

と
こ
ろ
が
、
モ
デ
ル
試
算
に
よ
る
定

期
昇
給
分
を
加
え
た
給
与
水
準
は
、
月

収
で
５
・
１
％
増
に
と
ど
ま
り
、
25
春

闘
の
民
間
賃
上
げ
率
５
・
５
２
％
（
厚

労
省
調
査
）
や
、
８
月
４
日
に
示
さ
れ

た
最
低
賃
金
引
上
げ
目
安
額
63
か
ら
64

円
（
６
％
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
物
価
が
46
か
月
連
続
し
て
上
昇

し
て
い
る
現
状
で
は
、
石
破
首
相
が
目

標
と
す
る
「
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上

げ
の
実
現
」
に
は
到
底
及
ば
ず
、
国
民

の
た
め
に
、
長
時
間
懸
命
に
働
い
て
い

る
公
務
員
の
労
苦
に
報
い
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

臨
時･

非
常
勤
、
再
任
用
は
業
務
と
責
任

に
応
じ
た
賃
上
げ
が
必
要

臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、

常
勤
職
員
に
連
動
し
て
賃
上
げ
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
は

ゼ
ロ
回
答
で
す
。
再
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
一
時
金
が
常
勤
職
員
と
同
じ
０
・

０
５
月
の
改
善
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ

も
そ
も
支
給
月
数
が
常
勤
職
員
の
約
半

分
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
実
態
は
解
消
し

て
い
ま
せ
ん
。
60
歳
前
後
の
給
与
水
準

（
給
与
カ
ー
ブ
）
に
つ
い
て
は
、
「
民

間
企
業
の
高
齢
期
雇
用
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
定
年
引
き
上
げ
が
完
成
す
る

２
０
３
１
（
令
和
13
）
年
ま
で
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
引
き
続
き
検
討

す
る
」
と
言
及
す
る
の
み
で
す
。
生
計

費
原
則
及
び
現
場
が
担
う
業
務
と
責
任

に
応
じ
た
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。
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「物価上昇を上回る賃上げの実現」に到底及ばず

西
南
女
学
院

ロ
ウ
記
念
講
堂
③

（
小
倉
北
区
）

１
９
４
４
年
３
月
、
福

岡
県
と
軍
か
ら
全
敷
地
の

徴
用
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

学
院
と
保
護
者
は
移
転
先

探
し
に
奔
走
し
ま
し
た
が

難
航
し
、
見
か
ね
た
小
倉

中
学
校
（
現
小
倉
高
校
）

と
小
倉
高
等
女
学
校
（
現

小
倉
西
高
校
）
の
校
長
と

明
恩
寺
住
職
の
好
意
で
小

倉
中
学
の
明
陵
学
館
、
小

倉
高
女
の
体
育
館
、
明
恩

寺
本
堂
に
移
転
で
き
ま
し

た
。
後
に
保
護
者
で
安
川

電
機
社
長
の
安
川
第
五
郎

の
助
力
で
小
倉
市
内
の
運

輸
通
信
省
の
事
務
所
が
使

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

明
陵
学
館
と
こ
の
事
務
所

に
移
転
先
を
集
約
し
ま
し

た
。
し
か
し
７
月
か
ら
鉄

道
省
小
倉
工
場
、
東
芝
小

倉
工
場
、
陸
軍
小
倉
兵
器

補
給
廠
に
動
員
さ
れ
授
業

は
停
止
し
ま
し
た
。

戦
争
中
３
回
の
徴
用
で
、

講
堂
は
北
九
州
地
区
の
高

射
砲
部
隊
の
司
令
部
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
終

戦
に
よ
り
返
還
さ
れ
た
時

に
は
講
堂
内
は
荒
れ
放
題
、

運
動
場
は
畑
に
な
っ
て
お

り
、
復
旧
に
１
ヶ
月
以
上

か
か
り
ま
し
た
。
現
在
講

堂
は
中
学
と
高
校
の
礼
拝

堂
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機
関
と
し
て
の
役
割
発
揮
で
き
ず

８
月
７
日
、
人
事
院
は
国
家
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
、
給
与
勧

告
・
報
告
を
、
内
閣
総
理
大
臣
と
両
院
議
長
に
対
し
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。

昨
年
水
準
を
上
回
る
ベ
ア
勧
告
で
、
か
つ
す
べ
て
の
世
代
の
改
善
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
石
破
首
相
が
目
標
と
す
る
「
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

上
げ
の
実
現
」
に
は
及
ば
す
、
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
・
教
育
の
た
め
、

長
時
間
労
働
の
も
と
で
も
必
死
に
奮
闘
す
る
公
務
員
の
労
苦
に
報
い
る
も

の
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

月例給

・平均3.62％（15,014円）引上げ

一時金

・一律0.05月引上げ（4.6から4.65）

通勤手当

・自動車使用の場合65km以上～100km
区分（5km刻み）を新設（26年4月か
ら）。現行（60km以上）距離区分は
引上げ（25年4月に遡及）

・駐車場等利用の通勤手当を新設
1か月上限5000円（26年4月から）
（勤務地周辺に駐車場確保したとき）

・月途中の採用職員等に採用日等から
通勤手当を支給（26年10月から）

比較する企業の規模

50人以上から100人以上に変更（20
06年以来の見直し）

2025年人勧の主な内容
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８
月
17
日
か
ら
８
月
19
日

に
埼
玉
で
行
わ
れ
た
、
教
育

の
つ
ど
い
に
初
め
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安

田
菜
津
紀
さ
ん
の
記
念
講
演

で
は
、
身
近
な
差
別
か
ら
国

内
に
お
け
る
難
民
認
定
の
壁
、

戦
闘
が
続
く
パ
レ
ス
チ
ナ
ガ

ザ
地
区
と
日
本
の
つ
な
が
り

で
し
た
。

２
日
目
、
３
日
目
は
、｢
発

達
・
学
力
、
教
育
課
程
づ
く

り｣

の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
ど
の
実
践
も
わ
く
わ
く

す
る
授
業
実
践
で
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
何
よ
り
、
こ
ん

な
に
教
育
課
程
が
自
由
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。３

日
間
の
経
験
を
通
し
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
と
ら
わ
れ
ず
、
教
師
の

自
由
と
裁
量
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
教
師
と
し
て
の
専
門

性
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

８
月
５
日
、
広
島
で
の
原
水

爆
禁
止
２
０
２
５
世
界
大
会

関
連
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、｢

核
兵
器
の
な

い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
め

ざ
す
労
働
組
合
国
際
会
議｣

に

参
加
。
発
言
か
ら
ど
の
国
で

も
軍
拡
と
教
育
・
社
会
福
祉

切
り
捨
て
が
進
ん
で
お
り
、

第
二
次
大
戦
前
夜
の
よ
う
な

危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
、
同
時
に｢

平
和
と
生
活

を
守
る
た
め
に
労
働
組
合
が

手
を
繋
ぐ｣

と
い
う
、
ワ
ク
ワ

ク
感
も
感
じ
ま
し
た
。

午
後
は
、｢

第
52
回
全
国
高

校
生
平
和
集
会｣

。
高
校
生
の

活
動
報
告
を
聞
き
、
大
人
が
も
っ

と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
勇
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
報
告
の
中
に

は
、
広
島
朝
鮮
高
級
学
校
の
生

徒
さ
ん
の｢

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を

持
つ
人
が
暮
ら
し
に
く
く
な
っ

て
い
る｣

と
い
う
話
も
あ
り
ま

し
た
。

夜
は
、｢

核
兵
器
な
く
そ
う

女
性
の
つ
ど
い
２
０
２
５in

ヒ

ロ
シ
マ｣

。
94
歳
の
被
爆
者
河

野
キ
ヨ
美
さ
ん
が
、
８
月
７
日

に
二
人
の
姉
の
安
否
を
確
か
め

る
た
め
に
入
市
し
た
広
島
で
見

た
光
景
を
証
言
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
発
言
に
た
っ
た
ニ
ー

ノ
・
ブ
ル
ナ
ジ
ャ
ゼ
さ
ん
は
涙

を
流
し
、
し
ば
ら
く
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ニ
ー
ノ
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
在

住
の
23
歳
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
出

身
で
、
幼
少
の
頃
２
０
０
８
年

の
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
（
南
オ
セ

チ
ア
紛
争
）
を
思
い
出
し
た
そ

う
で
す
。
こ
の
集
会
に
も
海
外

の
参
加
者
が
多
く
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
平
和
な
世
界
に
す
る

た
め
に
も
っ
と
行
動
し
よ
う
と

気
持
ち
を
新
た
に
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た｢
子
ど

も
全
国
セ
ン
タ
ー｣

幹
事
の
小
林
善

亮
弁
護
士
は
、｢

先
生
が
足
り
ず
授

業
が
で
き
な
い
学
校
が
多
く
、
教
員

を
増
や
そ
う
と
い
う
声
は
切
実
。
教

育
予
算
を
増
や
す
こ
と
は
国
民
の
ね

が
い
で
す
。｣

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
北
海
道
、
群
馬
、
静
岡
、

奈
良
、
北
九
州
が
発
言
し
ま
し
た
。

北
九
州
か
ら
は
、
学
校
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
改
修
工
事
中
止
と
中
学
校

に
お
け
る
兼
務
に
よ
る
職
員
の
負
担

増
を
報
告
し
ま
し
た
。

署
名
運
動
は
「
教
育
全
国
署
名
」

へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
予
算
を
増
や
す
こ
と
は
国
民
の
ね
が
い

７
月
25
日
（
金
）
、
東
京
都
内
で｢

え
が
お
署
名
（
２
０
２
６

年
度
政
府
予
算
に
向
け
た
文
部
科
学
省
概
算
要
求
に
対
す
る
要
請

署
名
）｣
提
出
行
動
が
開
か
れ
、
８
万
８
千
１
４
７
筆
の
署
名
を

提
出
し
ま
し
た
。
全
教
北
九
州
か
ら
も
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

７
／
25
「
え
が
お
署
名
」
提
出
集
会

切
実
さ
を
増
す｢

せ
ん
せ
い
ふ
や
そ
う｣

７
月
25
日
、
人
事
院
（
東
京
都
）

前
で
全
労
連
（
全
国
労
働
組
合
総
連

合
）
・
国
民
春
闘
共
闘
、
公
務
労
組

連
絡
会
、
全
労
連
公
務
部
会
の
共
催

で
、｢

全
世
代
が
生
活
改
善
を
実
感

で
き
る
大
幅
賃
上
げ
の
人
事
院
勧
告

（
人
勧
）
を
求
め
る
中
央
行
動｣

が

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
動
に
は
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る
署
名
７
万
８

７
４
３
筆
分
を
提
出
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
人
事
院
に
向
け
て
「
大
幅
賃

上
げ
の
勧
告
を
出
せ
！
」
と
力
強
く

コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

そ
の
後｢

７
・
25
学
習
決
起
集
会｣

が
開
か
れ
、
今
年
の
人
事
院
勧
告
を

め
ぐ
る
情
勢
や
課
題
を
参
加
者
で
共

有
し
ま
し
た
。

全
世
代
が
生
活
改
善
を
実
感
で
き
る
大
幅
賃
上
げ
を

25人勧

ワクワクと驚きと感銘の夏
8/5 原水爆禁止2025世界大会関連行事 8/17-19 教育のつどい

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
１
日
︱
原
水
爆
禁
止
２
０
２
５
世
界
大
会
関
連
行
事

教
師
の
自
由
と
裁
量
を
発
揮
で
き
る
よ
う
専
門
性
を
高
め
た
い
︱
教
育
の
つ
ど
い

夏
休
み
期
間
は
、｢

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会｣

と
そ
の
関
連
行
事
、｢

教
育

の
つ
ど
い｣

と
平
和
と
教
師
の
専
門
性
を
学
ぶ
行
事
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

全
教
北
九
州
は
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
に
関
連
し
た
行
事
に
参
加
し
た
組
合
員
と
、
今
年
初
め
て

｢

教
育
の
つ
ど
い｣

に
参
加
し
た
組
合
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

文部科学省前で署名を提出

安田菜津紀さんの講演


